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トビイロウンカの飛来と被害　今年も注意しましょう！

健全なイチゴの子苗を育成しましょう！

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　桑原 圭司さん

 

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　高井 啓さん

■トビイロウンカとは
　トビイロウンカは、毎年６月から７月にかけて中国大陸から海を越え
て飛来する水稲の害虫です。体長は５㍉ほどで、水田でよく見かける
ヒメトビウンカよりひと回り大きく、油ぎった褐色（名前の由来は鳥のト
ビ色）をしているのが特徴です。
■一昨年（令和２年）は中晩生品種で発生
　トビイロウンカは、停滞する梅雨前線に沿って吹く下層ジェット気流
に乗って大陸からやってきます。飛来は年次変動が大きく、例年県内
への飛来はほとんどありませんが、一昨年は梅雨期間が長く断続的に
飛来したことから、水田で密度が高まった９月以降、中晩生品種で吸
汁による坪枯れが発生しました。
■今年の発生はどうなるの？
　今年の梅雨入りは６月６日現在、平年（６月６日ごろ）より遅くなる見
込みで、県内へのトビイロウンカの飛来は認められていません。これに
伴い、トビイロウンカの飛来は平年並みから遅くなることが予想されま
すが、梅雨が長引き断続的に飛来した場合は、各地で坪枯れが発生
することが懸念されます。
■早めの情報収集と防除準備を
　飛来してくるトビイロウンカはごく少数のため、水田で確認すること
は困難です。岐阜県病害虫防除所などが提供する調査情報や近隣県

での発生情報をこまめに確認し、「トビイロウンカ多発生」の情報を耳
にしたら早急に水稲の株元を観察し、地域での発生を確認したら直ち
に防除を行いましょう。
【防除のポイント】
●トビイロウンカに効果が高い農薬を使用しましょう。
●トビイロウンカは株元に生息するため、乳剤や液剤は薬液が株元ま
で確実に到達するよう散布しましょう。
●粒剤や投げ込み剤を使用する場合は、必ず湛水状態にしてから処
理し、散布後7日間は落水やかけ流しをしないようにしましょう。

　育苗管理も中盤にさしかかり、ランナーの切り離し時期が近づいてきました。
今後の管理は、定植後にも影響を与えるため、よりきめこまやかな管理が求めら
れます。
１．ランナーの切り離し
・ランナー切りは、最終ポット受けから濃姫で２週間後、美濃娘で３週間後を目
安に行う。
・ランナー切り及びその直後は、遮光資材を利用して子苗の萎れに備える。
２．置肥
・子苗育成のため、ランナーの切り離し後、すぐに置肥を行う。
・子苗の肥料は、量が多くても少なくても悪影響があるため、適量を計画的に
施用する。
・昨年のお盆のように８月中旬が低日照・低温状態になると花芽分化が早期に
誘発される恐れがあるため、状況によっては、８月下旬～９月上旬に窒素飢餓
にならない程度の液肥の使用も検討する。

３．病害虫対策
①萎黄病
・萎黄病は、農薬による治療効果が期待できないため、発病を確認したら直ち
に株を取り除く。乾燥や過湿により根が傷つくと発病しやすいため、育苗期間
中は培地を乾かさないようかん水管理に注意する。
・特に美濃娘は発生しやすいため注意する。
②炭そ病
・炭そ病は、梅雨時期に感染拡大し、８
月に多発するため、７月の予防防除を
徹底する。
・泥はねや過湿を防ぐため、育苗ほに
停滞水がないように周囲・ベンチ下の
排水溝を常に点検する。
・特に濃姫は発生しやすいため注意す
る。
③うどんこ病
・うどんこ病は、暑い時期には発生せず、病原菌は被害葉内の菌糸で越夏し、
最低気温が２０℃になる頃から葉面に発生し始める。今時点で症状がなくて
も、６月に発生していた場合は必ず防除をする。
④ハダニ類
・雨よけビニールを被覆したほ場で発生が多い。気門封鎖剤を中心とした計画
的な防除を行う。発生が認められた場合は効果の高い薬剤を散布するが、本
ぽで天敵を利用する場合は、天敵の影響日数をよく確認してから利用する。
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種まきの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と油粕100㌘/㎡を施し、深さ30㌢位までよく耕します。
さらに1週間前には化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施しよく耕します。
畝幅60～80㌢、高さ10～15㌢に畝を立てます。
雑草を取るのが面倒という人は、マルチを敷くと雑草の発生を抑えることができます。
畑に播種する場合は、まず畝の表面を平らにならし、深さ1㌢、条間20㌢のまき筋をつけます。
まき筋は支柱や木板を土に押し付けると簡単につけることができます。プランターにまく場合は、大きな縦長のプランターならまっ
すぐ平行に2列にまき筋をつけます。条間は15㌢が目安ですが、ミニチンゲンサイなら10㌢程度で大丈夫です。
まき筋ができたら、約2㌢間隔で、1粒ずつ種をまきます。
すべての種がまき終わったら、平ぐわなどで1㌢ほど覆土し、軽く鎮圧してから優しく水をかけます。
プランターの場合は、手で土をかけて、軽く土を押さえて優しく水をかけます。
※チンゲンサイは、苗を育ててから植替えをすることもできます。
　セルトレーやポリポットに2～3粒ずつ播種し、本葉2～4枚までに1本立ちに間引きます。
チンゲンサイは、とても虫に食べられやすい野菜なので、種まき後すぐに寒冷紗、不織布などでトンネル掛けをしてください。
できるだけネットは開けないで、収穫が終わるまで掛けておきます。
畑の土が乾燥してきたら水やりをします。寒冷紗、不織布の上からかけても大丈夫です。
発芽が揃って、混み合ったところを間引きます。本葉4～5枚で15～20㌢間隔に1本となるように間引きます。セルトレー、ポリポッ
トで育苗した苗は、根鉢を崩さないように丁寧に抜き取り、本ぽ（畑）に株間、条間それぞれ15～20㌢間隔に植え付け、たっぷりと
水をかけます。
最終間引きをした後、化成肥料(N:P:K=8:8:8)を20㌘/㎡程度施します。株の周りを軽くかき混ぜ、株が倒れないように株元に土
寄せします。
アオムシ、カブラハバチ（芋虫）などの害虫は、防虫ネットで概ね予防できます。
病害では、白さび病、べと病などが主な病気です。アブラナ科の連作を避け、早期防除に心掛けましょう。
種まき後、約55日、草丈が15～20㌢になったら収穫します。
ミニチンゲンサイは、草丈が10～15㌢で収穫します。
葉柄の下の部分（尻）が張っていれば収穫適期です。大きめのものから抜き取り収穫します。

中華料理の定番「チンゲンサイ」今月の
テーマ

もっともなじみ深い中国野菜のひとつで、茹でてもシャキシャキとした食感が残るのが特徴です。
栽培が簡単で、家庭菜園におすすめです。
肉厚のチンゲンサイを育てるには、適度な間引きで株間を取ることが大切です。
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・涼しい気候を好む一方で、夏の暑さにも比較的強い方なので、春から秋まで栽培が可能です。
・ダイコンや白菜、キャベツなどと同じアブラナ科の野菜で、アオムシに食べられやすいので注意が必要です。
・ミニチンゲンサイという小さい種類のチンゲンサイは早く収穫することができます。
・小さくスペースも取らないので、プランター栽培もＯＫです。

トビイロウンカ（左：老齢幼虫、右：成虫）
※岐阜県病害虫防除所提供
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トビイロウンカによる坪枯れ
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7.5㌢・
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約300ｍl 1～2㌘/株 0.5～1㌘/株 1～2錠/株 3粒/株 約2～3㌘/株

約150～
200ｍｌ 1㌘/株
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ポリポット
9.0㌢

ポリポット
7.5㌢・
ユーポット等

約300ｍl 1～2㌘/株 0.5～1㌘/株 1～2錠/株 3粒/株 約2～3㌘/株

約150～
200ｍｌ 1㌘/株

肥効期間 約30～40日 約20日 約30日 約20日 約20日

0.5㌘/株 １錠/株 1～2粒/株 約1～2㌘/株

ロングト－タル
70日 40日

表１　ポットの置肥の種類と使用量及び肥効期間（目安）

炭そ病感染株
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